
◆ 文化財多言語解説整備事業 【平成30年度採択事例紹介】

地域連携型文化財高精細ＭＲ鑑賞コンテンツ化事業（岩手県）
～ 平泉地域を魅力的に解説 ～

案内板とパンフレットに設置したＱＲコードと連携し、ＶＲ技術を活
用したコンテンツに英語、中国語、韓国語による解説を盛り込んだWeb
サイト(VRコンテンツ)を制作

佐渡 佐渡金銀山遺跡等（新潟県）

～ 高精細なＶＲコンテンツ ～
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熊野古道 ガイドアプリ整備事業（和歌山県）

○熊野古道を英語で楽しむことができる総合WEB制作。位置情報と連動して
現地においてスマートフォンから多言語による動画等コンテンツを楽しん
でもらうことを想定。

○現地ガイドによる案内動画、360度VR映像等が主なコンテンツプログラム
○アンケートページを実装。満足度やどこが気に入ったのかマーケット調査
を行うことができる。

●動画：現地ガイドによる案内

現地ガイドならではのポイントを
英語（テロップ、 ナレーション）紹介

360度カメラ撮影による各スポットの
動画で、VRゴーグルを使えばその場所に
いるような疑似体験も可能

ヘッドマウントディスプレイから多言語ナレーションによるVR
動画コンテンツ（普段見れない場所の360度映像、空中か
ら見るVR体験等）を楽しむことができる。これらコンテンツは
最先端の技術を利用して高精細に撮影されたものであり、ま
るでそこにいるかのような体験をすることができる。

佐渡金銀山遺跡 （普段立ち入れない場所） 観光案内所等へ設置

かざして社寺の魅力を多言語で解説（宮城県）

対象地に訪れた外国人観光客数が平成30年度の約6,400人から令和元年度には約6,700
人と増加している。継続して観光客の取り込みに努める。（鹽竈神社へのヒアリング）

専用アプリを必要とせず、既存の看板にゴムモールドしたNFCタグ（QRコード）を取
りつけ、スマートフォンをかざすだけで多言語の情報が取得できる。（タグ設置６箇所）

鹽竈神社

拡張３次元VR
マップシステム

対象地域における訪問外国人観光客数が、平成30年度の約60,000人か
ら令和元年度には約71,100人となり誘客が図られている。（情報提供：
自治体、各資産等）

看板への設置（ＱＲコードの貼付）

Web内に設置したアンケートによる訪問した外国人観光客の満足度調
査においては、令和元年度、当初目標（80%）を上回る（82％）評価を
得ている。

外国人観光客にはVRコンテンツ体験後にアン
ケートを実施し、満足度について確認。令和元年
度は当初目標（90％）を上回る（95％）評価を得
ている。

しおがま



文化財としての酒蔵を活用した訪日誘客事業（東京都）

東京都内に現存する日本酒関連文化財施設を英
語解説付きの映像で紹介、外国人観光客に日本
酒の歴史や文化およびその魅力を理解してもらうた
めのコンテンツを制作。東京都福生市にある「石川
酒造」と「田村酒造場」および通常は非公開となって
いる「旧醸造試験所第一工場」を、それぞれについ
て3本の映像にまとめた。
https://www.nihon-
kankou.or.jp/sakagura/mind-of-sakagura/

山口県防府市にある４つの文化財をドラマ風のス
トーリー性のある映像コンテンツで解説、またそれぞ
れのスポットを360度カメラで撮影、VR映像として
体感することができる「VISIT HOFU Another 
story」を制作 。
それぞれのストーリーを楽しみながら防府市内の
文化財について、歴史やそれにまつわる秘密を
知ってもらう。
https://visit-hofu.jp/en/tourism-videos

鉱石の道VR事業（兵庫県）

「鉱石の道」は近代日本の鉱山開発をリードした明
延・神子畑・生野の三鉱山を結ぶ一連の産業遺跡。
兵庫県朝来市にある神子畑鉱山と生野鉱山の
文化財を多言語VRコンテンツとして制作。
近代日本の発展に大きく寄与した鉱山群の歴史や
魅力をインバウンド観光客に伝え、さらなる集客拡
大につなげていく。
https://store.hacosco.com/Cultural_Landscape

防府市・文化財多言語コンテンツ整備事業（山口県）

国東半島文化財WEBコンテンツ整備事業（大分県）

寺社仏閣を中心とした国東半島の豊富な文化財
について、翻訳ツールやVRなど最新の技術を用い
ることで解説文だけでは語りつくせない魅力を伝え
る仕組みを構築。
QRコードを外国人観光客自身のスマートフォンか
ら読み込むと、自らの母国語で解説文が閲覧でき
る。多言語翻訳チャットを使って観光客の母国語
で問い合わせが可能。
https://kunisakipeninsula.jp/ja

◆ 文化財多言語解説整備事業 【令和元年度採択事例紹介】


